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会 社 名 太 平 電 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 野尻 穣 
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問 合 せ 先 取締役常務執行役員 総務管理本部長 

日下 慎也 

 （TEL. 03－5213－7211） 

 

(訂正・数値データ訂正)「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」 
の一部訂正について 

 

当社は、2025年５月14日に公表しました「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」に、一部訂

正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、数値データ(XBRL)にも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

 

記 

１.訂正の理由 

「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の公表後に、投資有価証券の時価評価に誤りがある

ことが判明したため、関連する箇所の訂正を行うものです。 

 

２.訂正の内容 

 訂正箇所が複数に及ぶため、訂正後の全文を添付し、訂正箇所には下線＿を付して表示しておりま

す。 

 

以上 

 



2025年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2025年５月14日

上 場 会 社 名 太平電業株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 1968 URL https://www.taihei-dengyo.co.jp/

代 表 者 (役職名)代表取締役社長執行役員 (氏名)野尻 穣
問合せ先責任者 (役職名)取締役常務執行役員総務管理本部長 (氏名)日下 慎也 TEL 03-5213-7211
定時株主総会開催予定日 2025年６月27日 配当支払開始予定日 2025年６月30日
有価証券報告書提出予定日 2025年６月26日

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：有
(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期の連結業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 125,670 △2.9 13,037 29.7 13,808 19.9 9,753 16.2
2024年３月期 129,363 2.9 10,049 △29.9 11,512 △23.7 8,395 △20.9

(注) 包括利益 2025年３月期 10,726百万円( △9.9％) 2024年３月期 11,909百万円(8.7％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 482.81 481.21 9.2 9.0 10.4
2024年３月期 441.04 440.91 9.0 7.7 7.8

(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 104百万円 2024年３月期 139百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 155,076 115,057 73.3 5,452.67
2024年３月期 153,023 100,592 64.8 5,120.40

(参考) 自己資本 2025年３月期 113,660百万円 2024年３月期 99,212百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 △2,525 51 2,622 42,104
2024年３月期 △4,639 △895 △1,676 41,919

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － － － 135.00 135.00 2,628 30.6 2.6
2025年３月期 － － － 175.00 175.00 3,663 36.2 3.3
2026年３月期(予想) － － － 200.00 200.00 39.3

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 143,000 13.8 15,000 15.1 15,800 14.4 10,600 8.7 508.52



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ２社（社名） 村上ウッドチップ合同会社 他１社 、 除外 - 社（社名） -

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料13ページ「３.連結財務諸表及び主な注記(５)連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変

更)」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期 21,541,980株 2024年３月期 20,341,980株

② 期末自己株式数 2025年３月期 697,009株 2024年３月期 966,005株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 20,200,657株 2024年３月期 19,036,787株

(参考) 個別業績の概要

１．2025年３月期の個別業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 116,849 △4.4 12,798 33.8 13,417 23.4 9,557 18.1
2024年３月期 122,244 3.5 9,565 △31.1 10,874 △25.4 8,090 △20.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期 473.06 471.50
2024年３月期 424.92 424.80

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 148,272 110,089 74.2 5,280.54
2024年３月期 147,270 96,485 65.5 4,977.92

(参考) 自己資本 2025年３月期 110,089百万円 2024年３月期 96,467百万円

２．2026年３月期の個別業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 135,000 15.5 15,200 13.3 10,200 6.7 489.25

なお、米国における関税政策の影響については、当社グループの事業において、国内ならびに東南アジア向けの売

上が大半を占め、米国企業との直接的な貿易取引は現時点で無いため、米国の関税政策が当社の事業運営に与える影

響は軽微であると考えております。



※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

なお、詳細につきましては、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料および決算説明会内容の入手方法）

当社は、2025年５月22日(木)に機関投資家・アナリスト向けの決算説明会を実施する予定です。決算説明資料につ

いては、後日当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の増加および雇用情勢・所得環境の改善を背景に、緩

やかな回復基調で推移しました。しかしながら、物価上昇の継続による個人消費への影響、米国の通商政策や中国

の不動産市場の停滞、ロシア・ウクライナや中東地域の地政学リスクの高まりにより、未だ世界経済の先行きは不

透明なままであり、不安定な状態が続いております。

当社グループの主力事業をおく電力業界では、エネルギーの安定供給と脱炭素化の両立に向けた制度整備が進展

し、原子力発電では女川および島根発電所の再稼働や老朽炉の運転期間の延長、敷地内リプレースの方針明確化な

ど、原子力を最大限活用することに向けた動きが加速しました。再生可能エネルギーは引き続き主力電源として位

置づけられており、その普及拡大が進められています。一方で、その導入を着実に進めるためには、火力発電が基

盤を支える役割を担う必要があり、特に、液化天然ガスを中心とした柔軟性の高い電源への移行や、高効率な石炭

火力発電を含む既存火力発電設備の適切な維持・活用が、安定的な電力供給の確保において重要な取り組みとして

示されております。

このような事業環境のもと、当社グループは2023年度よりスタートした中期経営計画を推進するなかで、予算統

制のさらなる強化、原子力発電所の再稼働工事対応および施工エリア拡大、当社も一部出資する「横手湯沢フォレ

ストサイクル株式会社」における木質バイオマス発電所のＥＰＣ（注）受注、天然ガス火力発電所の建設工事の施

工、海外事業の一貫した管理体制構築に向けた海外事業本部の新設に取り組んでまいりました。また、自社のバイ

オマス発電所を中心に林業・農業を１つにパッケージ化した「グリーンプロジェクト」を通じ、地域循環型社会の

実現に貢献する新たな事業を展開してまいりました。さらに、サステナビリティ経営をより一層推進するため、

「サステナビリティ推進委員会」を立ち上げ、中長期的な企業価値向上と社会課題の解決を目指した体制を整備し

ました。

（注）ＥＰＣ：Engineering（設計）、Procurement（調達）、Construction（建設）

その結果、当連結会計年度の業績につきましては、受注高153,773百万円（前年同期比13.1％増）、売上高

125,670百万円（前年同期比2.9％減）、うち海外工事は5,974百万円（前年同期比31.2％減）となりました。

利益面につきましては、営業利益13,037百万円（前年同期比29.7％増）、経常利益13,808百万円（前年同期比

19.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益9,753百万円（前年同期比16.2％増）となりました。

当連結会計年度の期末配当金につきましては、2025年２月７日開催の取締役会において、長期安定的な利益還元

を基本とする剰余金の配当方針に則り、今期の業績や経営環境などを総合的に勘案した結果、前連結会計年度と比

較し１株当たり40円増配し、175円と決定いたしました。

セグメント別の経営成績を示すと次のとおりであります。

(建設工事部門)

受注高は、原子力発電設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および環境保全設備工事が増加した

ことにより、部門全体として増加し、54,231百万円（前年同期比28.2％増、構成比35.3％）となりました。

売上高は、事業用火力発電設備工事および環境保全設備工事が減少したことにより、部門全体として減少し、

39,152百万円（前年同期比16.6％減、構成比31.2％）となり、セグメント利益は1,523百万円（前年同期比5.3％

減）となりました。

(補修工事部門)

受注高は、原子力発電設備工事および製鉄関連設備工事が増加したことにより、部門全体として増加し、99,542

百万円（前年同期比6.3％増、構成比64.7％）となりました。

売上高は、自家用火力発電設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および環境保全設備工事が増加

したことにより、部門全体として増加し、86,518百万円（前年同期比5.0％増、構成比68.8％）となり、セグメン

ト利益は15,523百万円（前年同期比26.8％増）となりました。



太平電業株式会社(1968) 2025年３月期 決算短信

3

（２）当期の財政状態の概況

(イ) 資産

流動資産は、受取手形・完成工事未収入金及び契約資産が1,149百万円および流動資産その他が538百万円増加し

たことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,776百万円増加し108,609百万円となりました。

固定資産は、建物・構築物が538百万円減少したものの、投資有価証券が959百万円増加したことなどにより、前

連結会計年度末に比べて276百万円増加し46,466百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、電子記録債務が11,837百万円および１年内償還予定の社債が5,000百万円減少したことなどにより、

前連結会計年度末に比べて15,624百万円減少し23,491百万円となりました。

固定負債は、長期借入金が1,904百万円減少したものの、社債が5,000百万円増加したことなどにより、前連結会

計年度末に比べて3,211百万円増加し16,526百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、資本剰余金が3,309百万円および利益剰余金が7,124百万円増加したことなどにより、前連結会計年度

末に比べて14,465百万円増加し115,057百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は42,104百万円となり、前連結会計年度末より185百万円増加し

ました。なお、各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは2,525百万円の支出（前連結会計年度は4,639百万円の支出）となりまし

た。これは、税金等調整前当期純利益14,699百万円があったものの、仕入債務の減少13,125百万円および法人税等

の支払額3,815百万円があったことによるものです。

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは51百万円の収入（前連結会計年度は895百万円の支出）となりました。こ

れは、有形固定資産の取得による支出769百万円があったものの、有形固定資産の売却による収入900百万円があっ

たことによるものです。

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは2,622百万円の収入（前連結会計年度は1,676百万円の支出）となりまし

た。これは、配当金の支払額2,637百万円があったものの、新株予約権の行使による株式の発行による収入5,302百

万円があったことによるものです。
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期

自己資本比率（％） 55.9 60.1 60.0 64.8 73.3

時価ベースの
自己資本比率（％）

39.0 38.1 52.5 58.3 64.3

キャッシュ・フロー対
有利子負債比率（％）

87.3 2,452.2 48.0 － －

インタレスト・
カバレッジ・レシオ（倍）

593.8 19.1 640.6 － －

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

※ 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

※ 株式時価総額は、期末株価×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※ キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しております。

※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

※ 営業活動によるキャッシュ・フローがマイナスの期につきましては、キャッシュ・フロー対有利子負債比率およ

びインタレスト・カバレッジ・レシオを記載しておりません。

（４）今後の見通し

今後のわが国経済の見通しにつきましては、政府の総合経済対策によって、国内経済は緩やかな回復が期待され

るものの、物価上昇の長期化、米国の通商政策による日本の輸出・製造業への影響等により国内景気に下押しリス

クがあります。

一方、当社グループの主力事業をおく電力業界では、閣議決定された第７次エネルギー基本計画に基づき、「Ｓ

＋３Ｅ（安全性、エネルギーの安定供給、経済性、環境性）」の原則を大前提に、「ＤＸ（注１）とＧＸ（注２）

の進展による電力需要増加への対応」と「脱炭素化に向けた構造転換」の両立によるエネルギーの安定供給と脱炭

素電源の確保に向けた取り組みを加速する方針が示されました。2040年を見据えた電源構成のあり方として、原子

力発電、再生可能エネルギー、火力発電を、それぞれの特性と役割に応じてバランス良く活用する方向での検討が

進められており、今後はこれらを具体的な施策として実行に移していくことが求められています。

次期連結会計年度においては、当社グループは、原子力発電所における安全対策工事の継続、大型火力発電所の

建設に向けた人材の確保、海外拠点の組織体制の強化、さらに「グリーンプロジェクト」の一層の推進等を通じて、

企業価値を高め、持続可能な成長の実現に向け努力してまいります。

（注１）ＤＸ：デジタルトランスフォーメーション

（注２）ＧＸ：グリーントランスフォーメーション

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結

財務諸表を作成する方針であります。なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適

切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 42,173 42,607

受取手形・完成工事未収入金及び契約資産 48,389 49,539

電子記録債権 3,524 2,755

未成工事支出金 10,209 10,610

材料貯蔵品 59 82

その他 2,475 3,013

流動資産合計 106,832 108,609

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 20,446 19,953

減価償却累計額及び減損損失累計額 △12,226 △12,272

建物・構築物（純額） 8,220 7,681

機械・運搬具 13,491 13,457

減価償却累計額 △10,637 △10,945

機械・運搬具（純額） 2,854 2,511

工具器具・備品 2,765 2,894

減価償却累計額及び減損損失累計額 △2,494 △2,615

工具器具・備品（純額） 270 279

土地 9,135 9,181

リース資産 685 688

減価償却累計額 △294 △357

リース資産（純額） 390 330

建設仮勘定 22 223

有形固定資産合計 20,892 20,207

無形固定資産

その他 236 225

無形固定資産合計 236 225

投資その他の資産

投資有価証券 16,676 17,635

長期貸付金 280 275

退職給付に係る資産 4 －

賃貸不動産 6,300 6,654

減価償却累計額 △368 △684

賃貸不動産（純額） 5,932 5,969

繰延税金資産 37 34

長期性預金 352 50

その他 2,051 2,342

貸倒引当金 △274 △273

投資その他の資産合計 25,060 26,033

固定資産合計 46,190 46,466

資産合計 153,023 155,076
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当連結会計年度
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 10,648 9,379

電子記録債務 11,837 －

1年内償還予定の社債 5,000 －

1年内返済予定の長期借入金 948 2,039

リース債務 162 159

未払法人税等 1,362 2,768

契約負債 4,952 5,162

賞与引当金 1,047 1,051

役員賞与引当金 79 90

完成工事補償引当金 138 75

工事損失引当金 752 131

その他 2,185 2,632

流動負債合計 39,116 23,491

固定負債

社債 － 5,000

長期借入金 8,631 6,726

リース債務 250 184

繰延税金負債 142 760

退職給付に係る負債 3,850 3,408

役員株式給付引当金 202 200

役員退職慰労引当金 44 38

その他 194 207

固定負債合計 13,314 16,526

負債合計 52,430 40,018

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 6,657

資本剰余金 5,881 9,190

利益剰余金 85,270 92,394

自己株式 △1,621 △1,195

株主資本合計 93,530 107,046

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,222 6,545

為替換算調整勘定 △243 △89

退職給付に係る調整累計額 △296 157

その他の包括利益累計額合計 5,682 6,613

新株予約権 17 0

非支配株主持分 1,361 1,396

純資産合計 100,592 115,057

負債純資産合計 153,023 155,076
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（２）連結損益及び包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高 129,363 125,670

売上原価 109,518 102,325

売上総利益 19,845 23,344

販売費及び一般管理費 9,795 10,307

営業利益 10,049 13,037

営業外収益

受取利息 21 23

受取配当金 366 458

持分法による投資利益 139 104

固定資産賃貸料 381 360

為替差益 642 －

受取保険金 11 188

補助金収入 138 －

保険返戻金 41 44

その他 92 121

営業外収益合計 1,836 1,301

営業外費用

支払利息 47 79

社債発行費 － 78

為替差損 － 12

匿名組合投資損失 46 111

固定資産賃貸費用 158 119

その他 121 130

営業外費用合計 373 530

経常利益 11,512 13,808

特別利益

固定資産売却益 0 863

投資有価証券売却益 506 61

在外支店における送金詐欺回収益 56 10

その他 0 0

特別利益合計 564 936

特別損失

固定資産除却損 0 45

投資有価証券評価損 45 －

その他 － 0

特別損失合計 45 45
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

税金等調整前当期純利益 12,031 14,699

法人税、住民税及び事業税 3,514 4,888

法人税等調整額 72 66

法人税等合計 3,587 4,955

当期純利益 8,443 9,743

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 8,395 9,753

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

47 △9

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,369 328

為替換算調整勘定 2 200

退職給付に係る調整額 92 454

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △0

その他の包括利益合計 3,465 982

包括利益 11,909 10,726

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,849 10,686

非支配株主に係る包括利益 59 39
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000 4,917 79,166 △2,087 85,997

当期変動額

剰余金の配当 △2,291 △2,291

親会社株主に帰属する

当期純利益
8,395 8,395

自己株式の取得 △110 △110

自己株式の処分 71 37 109

自己株式の処分

(新株予約権の行使)
892 538 1,430

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 963 6,104 465 7,533

当期末残高 4,000 5,881 85,270 △1,621 93,530

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 2,852 △235 △388 2,228 － 1,308 89,533

当期変動額

剰余金の配当 △2,291

親会社株主に帰属する

当期純利益
8,395

自己株式の取得 △110

自己株式の処分 109

自己株式の処分

(新株予約権の行使)
1,430

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
3,370 △8 92 3,453 17 53 3,525

当期変動額合計 3,370 △8 92 3,453 17 53 11,059

当期末残高 6,222 △243 △296 5,682 17 1,361 100,592
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,000 5,881 85,270 △1,621 93,530

当期変動額

新株の発行 2,656 2,656 5,313

剰余金の配当 △2,628 △2,628

親会社株主に帰属する

当期純利益
9,753 9,753

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 29 29

自己株式の処分

(新株予約権の行使)
652 399 1,052

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,656 3,309 7,124 425 13,515

当期末残高 6,657 9,190 92,394 △1,195 107,046

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 6,222 △243 △296 5,682 17 1,361 100,592

当期変動額

新株の発行 5,313

剰余金の配当 △2,628

親会社株主に帰属する

当期純利益
9,753

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 29

自己株式の処分

(新株予約権の行使)
1,052

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
323 154 454 931 △17 35 949

当期変動額合計 323 154 454 931 △17 35 14,465

当期末残高 6,545 △89 157 6,613 0 1,396 115,057
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 12,031 14,699

減価償却費 1,563 1,482

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 △0

その他の引当金の増減額（△は減少） 108 △675

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 140 211

受取利息及び受取配当金 △388 △481

支払利息 47 79

借入手数料 11 14

為替差損益（△は益） △502 △23

補助金収入 △138 －

持分法による投資損益（△は益） △139 △104

社債発行費 － 78

その他の営業外損益（△は益） △249 △413

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 △808

投資有価証券評価損益（△は益） 45 －

投資有価証券売却損益(△は益) △506 △61

匿名組合投資損益(△は益) 46 111

在外支店における送金詐欺回収益 △56 △10

営業債権、契約資産及び契約負債の増減額(△は
増加)

△10,527 △122

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △228 △381

仕入債務の増減額（△は減少） 3,659 △13,125

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,287 1,305

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,433 7

その他 △504 △1,296

小計 △296 482

利息及び配当金の受取額 397 494

利息の支払額 △47 △74

補助金の受取額 338 200

法人税等の支払額 △5,094 △3,815

在外支店における送金詐欺損失の回収額 56 10

その他 4 177

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,639 △2,525
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △378 △278

定期預金の払戻による収入 378 328

有形固定資産の取得による支出 △829 △769

有形固定資産の売却による収入 18 900

無形固定資産の取得による支出 △23 △46

投資有価証券の取得による支出 △526 △398

投資有価証券の売却による収入 591 314

保険積立金の解約による収入 41 44

その他 △167 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △895 51

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 324 135

長期借入金の返済による支出 △968 △948

借入手数料の支払額 △9 △13

社債の発行による収入 － 4,921

社債の償還による支出 － △5,000

自己株式の取得による支出 △0 △2

自己株式の売却による収入 0 14

リース債務の返済による支出 △172 △191

配当金の支払額 △2,291 △2,637

新株予約権の発行による収入 26 －

新株予約権の行使による自己株式の処分による
収入

1,421 1,045

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 5,302

非支配株主への配当金の支払額 △5 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,676 2,622

現金及び現金同等物に係る換算差額 441 36

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,770 185

現金及び現金同等物の期首残高 48,689 41,919

現金及び現金同等物の期末残高 41,919 42,104
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱いおよび「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっており

ます。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(表示方法の変更)

(連結損益及び包括利益計算書関係)

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「借入手数料」は重要性が乏しくなったた

め、当連結会計年度においては「営業外費用」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益及び包括利益計算書において、「営業外費用」の「借入手数料」に表示し

ていた11百万円、「その他」110百万円は、「その他」121百万円として組替えております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、事業を展開する工事の種類別に管理部門を設置し、国内および海外の各種プラント設備の建設、補修、

維持に関連する事業、ならびに発電事業を行っておりますが、報告セグメントとしては、「建設工事部門」およ

び「補修工事部門」の２つとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品およびサービスの種類

「建設工事部門」は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付けや改造工

事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種プラント設備の解体、廃

止措置等の事業を国内外で行っております。

「補修工事部門」は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業を行っております。

なお、発電事業は「補修工事部門」に含めております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報および収益の分解

情報

前連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

建設工事部門 補修工事部門

売上高

一時点で移転される財 8,772 56,693 65,465

一定の期間にわたり移転される財 38,182 25,715 63,897

顧客との契約から生じる収益 46,954 82,408 129,363

外部顧客への売上高 46,954 82,408 129,363

セグメント利益 1,608 12,245 13,853

(注) セグメント資産については、事業セグメントに配分された資産がないため、記載を省略しております。
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当連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

建設工事部門 補修工事部門

売上高

一時点で移転される財 8,412 58,304 66,717

一定の期間にわたり移転される財 30,739 28,213 58,952

顧客との契約から生じる収益 39,152 86,518 125,670

外部顧客への売上高 39,152 86,518 125,670

セグメント利益 1,523 15,523 17,047

(注) セグメント資産については、事業セグメントに配分された資産がないため、記載を省略しております。

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額および当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 13,853 17,047

全社費用(注) △3,803 △4,009

連結財務諸表の営業利益 10,049 13,037

(注) 全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費および共通経費であります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 5,120円40銭 5,452円67銭

１株当たり当期純利益 441円04銭 482円81銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 440円91銭 481円21銭

（注）１ 株主資本において自己株式として計上されている信託銀行（役員報酬ＢＩＰ信託口）が所有する当社株式は、

１株当たり純資産の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式数に含めております（前連結会計年

度93千株、当連結会計年度84千株）。また、１株当たり当期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平

均株式数については、信託銀行（役員報酬ＢＩＰ信託口）が所有している当社株式を控除対象の自己株式に

含めて算定しております（前連結会計年度83千株、当連結会計年度86千株）。

２ １株当たり当期純利益および潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

前連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

(百万円) 8,395 9,753

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益

(百万円) 8,395 9,753

普通株式の期中平均株式数 (株) 19,036,787 20,200,657

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額

(百万円) － －

普通株式増加数 (株) 5,463 67,123

(うち新株予約権) (株) 5,463 67,123

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整
後１株当たり当期純利益の算定に含めなか
った潜在株式の概要

2024年２月９日開催の取締役会
決議による第２回新株予約権
新株予約権の数 10,000個
(普通株式 1,000,000株)

－

(重要な後発事象)

(第２回新株予約権の行使)

当連結会計年度後、当社が2024年３月４日に発行した第２回新株予約権の権利行使が行われています。2025年４

月１日から2025年５月13日までの行使状況は以下のとおりであります。

（１）行使された新株予約権の個数 1,200個

（２）交付した株式の種類および株式数 普通株式 120,000株

（３）資本金増加額 253百万円

（４）資本準備金増加額 253百万円

以上により、発行済株式総数は120,000株、資本金および資本準備金はそれぞれ253百万円増加し、2025年５月13

日現在の発行済株式総数は21,661,980株、資本金は6,911百万円、資本準備金は7,555百万円となっております。
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４．その他

（１）セグメント別受注高・売上高・受注残高
前連結会計年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 42,303 31.1 54,231 35.3 11,927

補修工事部門 93,681 68.9 99,542 64.7 5,861

合計 135,985 100.0 153,773 100.0 17,788

売
上
高

建設工事部門 46,954 36.3 39,152 31.2 △7,802

補修工事部門 82,408 63.7 86,518 68.8 4,109

合計 129,363 100.0 125,670 100.0 △3,693

受
注
残
高

建設工事部門 50,668 51.9 65,747 52.3 15,079

補修工事部門 47,006 48.1 60,030 47.7 13,023

合計 97,675 100.0 125,778 100.0 28,103

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付けや

改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事等の施工、および各種プラ

ント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業、および発電

所の運転業務等。
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（２）役員の異動

① 代表者の異動

（2025年７月１日付予定）

代表取締役 会長執行役員 野尻 穣

（現 代表取締役 社長執行役員）

代表取締役 社長執行役員 伊藤 浩明

（現 代表取締役 専務執行役員）

② その他の役員の異動

（2025年７月１日付予定）

昇任予定取締役

取締役 専務執行役員 日下 慎也

（現 取締役 常務執行役員）

（2025年６月27日付予定）

新任取締役候補

取締役 上席執行役員 田口 良一

（現 執行役員）

社外取締役 五十嵐 大造

退任予定取締役

社外取締役 和田 一郎

新任監査役候補

常勤監査役 竹下 康司

（現 顧問）

常勤監査役 早川 康司

（現 経理部付）

退任予定監査役

常勤監査役 青木 豊

（顧問に就任予定）

常勤監査役 山村 康憲


